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ネットワークシステムの指導におけるフリーソフトウェア利用の実践報告 

 
千葉県立 ○○○○ 高等学校 ○○ ○○（情報） 

 
研究の概要 

この研究は，ネットワークシステムの基礎知識を指導する際に，生徒の興味・関心を高める教

材としてフリーソフトウェアの利用を試みた実践報告である。 
フリーソフトウェアに注目したのは，その利用により学習内容を身近に感じることができ，指

導者のスキルに依らず，より効果のある教材が作れると考えたからである。また，生徒が帰宅し

た際も授業で学習した内容を，生徒自身が確認しやすい。 
「ネットワークシステム」の学習指導要領における内容の取扱い上の配慮事項として，「ネットワ

ークシステムの全体像について情報通信ネットワークシステムの設計と運用保守の視点から理解

させるとともに，通信回線や関連機器のハードウェアの概要について理解させること。」とある。 
しかし，ネットワークシステムの指導内容は，基本的な部分であっても生徒にとっては，身近

に感じることができず，興味・関心や達成感の得にくい内容であるので，生徒の興味・関心を高

める効果ある教材が多く必要になってくる。 
そこで，無償で公開されている，フリーソフトウェアを教材として利用することにした。 
 

【キーワード】ネットワークシステム，教材，興味・関心，フリーソフトウェア 

 
１ はじめに 

（１）本校の教科「情報」について 
 本校は平成 11 年度に，情報コース１クラスを設置し，２年次よりコース選択できるように

している。この為，情報科目の授業は多く，現教育課程では，以下のように実施している。 
１年次：必修科目として「情報Ｃ：２単位」，２年次：情報コース対象に「コンピュータデザイ

ン：２単位」，「情報Ｂ：２単位」，「情報と表現：２単位」，３年次：情報コース対象に「情報実

習：５単位」，「ネットワークシステム：３単位」（選択科目），「マルチメディア表現：３単位」

（選択科目），３年次：文系・理系の生徒対象に「情報と表現：２単位」（選択科目） 
 本研究の中心となる「ネットワークシステム」の選択者は例年 10 名程度である。 

（２）本校生徒の状況について 
 情報コース開設当初は，１学年９クラスあった学級数も平成 23 年度より，募集人員が 200
名（５クラス）になるなど，生徒数が年々減ってきている状況である。この為，２年次のコー

ス選択をする際に，情報コースを希望する生徒が 40 名集まらない年度もある。 
 校内は落ち着いており，授業に集中できる環境である。卒業後の進路状況は，大学・短大 30％，

専門学校 45％，就職 25％程度となっている。就職に関してはここ数年高い就職決定率を維持

しており，大学進学に関しては，大半の大学進学希望者は推薦入試やＡＯ入試で受験している

状況である。 
 
※ 一般的な意味でのネットワークシステムと教科としてのネットワークシステムを区別する為

教科としてのネットワークシステムは「ネットワークシステム」と表記する。 
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２ 研究主題について 

（１）主題設定の理由 

 「ネットワークシステム」の指導内容は，「ネットワーク全般にかかわる基礎知識」，「ＴＣ

Ｐ／ＩＰとインターネットについて」，「ネットワークの設計・運営・保守」などになる。 

 「ネットワークシステム」の授業は選択制であり，ある程度ネットワークに興味のある生徒

が授業を選択しているが，これを講義形式で指導しても生徒にはほとんど実感できないもので

ある。したがって，なるべく実習の時間を設け，自分がネットワーク接続の設定をしたＰＣが

他のＰＣやサーバなどに接続している実感をもてるような授業にしたいと考えていた。その為

には，効果的な教材を用意する必要があると考えたが，自分にはプログラミング経験もほとん

どなく，ＯＳやプロトコルに関する知識もそれほど高くない為，一から教材を作ることは困難

な状況であった。そこで，インターネットなどで公開されているフリーソフトウェアを利用し

て，生徒の興味・関心が高まるような授業ができないかを研究・実践してみることにした。 

 また，「ネットワークシステム」は専門科目であるが，普通教科の「情報Ｃ」や新学習指導

要領で共通教科として設定された，「社会と情報」や「情報の科学」の指導内容にもネットワ

ークの仕組を取扱う部分があり，利用できるものがあるのではないかと考えている。 

（２）研究内容 

 利用するフリーソフトウェアは「Remote Power」「ZeroRemote」「Synergy」「Active Directory

管理(簡易版)」「リバーシ対戦」「TCPMonitorPlus」「NETMETRIX-INFO」とＯＳ付属の「Windows 

NetMeeting」である。 

 フリーソフトウェアとして公開されているものであるが，教材として利用する際には，製作

者の権利等を侵害しないよう，使用条件を確認し，使用した事により生じた障害等に対するメ

ンテナンスは自己責任で行う必要がある。さらに，アドウェアやスパイウェアの混入の可能性

にも十分注意しなければならない。 

 これらのソフトを利用した実習を行った後，生徒へアンケートや小テストを実施し，興味・

関心が持てたか，学習内容が理解できたか等を調査する。 

 

３ 具体的な利用場面 

（１）「ネットワークシステム」の授業について 

 「ネットワークシステム」は３単位の授業であり，その内２単位を連続授業で実施している。

教科書は実教出版からのみ出版されており，その構成は「ネットワークの基礎」「ＴＣＰ／Ｉ

Ｐとインターネット」「ネットワークの構築」「ネットワークの運用と保守」「データ通信関連

技術」の５章となっている。使用している教室は情報実習室（第２ＰＣ教室）であり，主に１

年生の情報Ｃで利用する教室である。生徒用ＰＣとしてノートＰＣを 42 台設置している。 

 「ネットワークシステム」の選択者は 10 名程度であるので，選択者が使用したＰＣだけ他

のＰＣと環境が異なる状態になるのを避けるため，連続授業の際に「ネットワークシステム」

専用のＰＣを用意し，情報Ｃで使用するＰＣには「ネットワークシステム」用のソフトウェア

をインストールしないようにしている。 
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（２）新教育課程におけるネットワーク関連の指導内容について 

新教育課程でも「ネットワークシステム」は設定されており，取り扱う内容も現行の教育課

程とほぼ同一の内容となっている。また，現行課程の普通教科「情報Ａ」「情報Ｂ」「情報Ｃ」

は，新教育課程では共通教科「社会と情報」「情報の科学」となるが，両科目とも取り扱う内容

に「情報通信ネットワークの仕組み」があり，この内容に対する生徒の興味・関心を高める為

に，現在「ネットワークシステム」で行っている実習などが利用できる場面があるのではない

かと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「社会と情報」の指導内容 
（１）情報の活用と表現 

ア．情報とメディアの特徴 
イ．情報のディジタル化 
ウ．情報の表現と伝達 

（２）情報通信ネットワークとコミュニケーション 
ア．コミュニケーション手段の発達 
イ．情報通信ネットワークの仕組み 
ウ．情報通信ネットワークの活用とコミュニケーション 

（３）情報社会の課題と情報モラル 
ア．情報化が社会に及ぼす影響と課題 
イ．情報セキュリティの確保 
ウ．情報社会における法と個人の責任 

（４）望ましい情報社会の構築 
ア．社会における情報システム 
イ．情報システムと人間 
ウ．情報社会における問題の解決 

 

（学習指導要領解説より一部抜粋） 
コンピュータを情報通信ネットワークに接続するためには，ハブやルータなどの機器が必要

であること，これらの機器とコンピュータはＬＡＮケーブルや電波を介して接続されているこ

となどについて理解させる。また，接続の形態はクライアント・サーバ型を取り上げ，クライ

アントに対してデータを提供するサーバの役割などを理解させる。 
 
情報通信ネットワーク上で情報をやり取りするためには，通信に関する取り決めが必要であ

り， ＴＣＰ／ＩＰ，ＨＴＴＰなど，役割によって複数のプロトコルが存在することを理解さ

せる。 
 
データの通信方式はパケット通信を扱い，通信回線を効率よく利用できることを理解させる。 
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「情報の科学」の指導内容 
（１）コンピュータと情報通信ネットワーク 

ア．コンピュータと情報の処理 
イ．情報通信ネットワークの仕組み 
ウ．情報システムの働きと提供するサービス 

（２）問題解決とコンピュータの活用 
ア．問題解決の基本的な考え方 
イ．問題の解決と処理手順の自動化 
ウ．モデル化とシミュレーション 

（３）情報の管理と問題解決 
ア．情報通信ネットワークと問題解決 
イ．情報の蓄積・管理とデータベース 
ウ．問題解決の評価と改善 

（４）情報技術の進展と情報モラル 
ア．社会の情報化と人間 
イ．情報社会の安全と情報技術 
ウ．情報社会の発展と情報技術 

（学習指導要領解説より一部抜粋） 
情報通信ネットワークを介してディジタル化された情報をコンピュータ間でやり取りする

だけでなく，情報通信ネットワーク内に設置されたプリンタや記憶装置などの周辺機器を共

有するために必要な基礎的な知識と技能を習得させる。 
 
コンピュータ，ハブやルータなどの中継機器，プリンタなどの周辺機器などが，ＬＡＮケ

ーブルや電波を介して相互に接続されて電気的な通信を行っていることを，身の回りのネッ

トワーク機器を観察したり模式図で確認したりするなどして理解させる。 
 
情報通信については，電子メールを送受信するときの情報の流れを追いながら，ＤＮＳの

働きや情報のやり取りの手順を，図解などを通して具体的に理解させる。また， Ｗｅｂサー

バではリクエストとして送られたＵＲＬの情報を解釈し，ディジタル化された情報をパケッ

トという単位に分解して，ＩＰアドレスなどを手がかりに情報を伝送していることなどの理

解を通して，正確で効率のよい通信のためにプロトコルが重要な役割を果たしていることを

理解させる。 
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（３）Remote Power（電源遠隔管理） 

 「Remote Power」はネットワークを通した，電源管理を目的としたソフトウェアである。ま

た，画面に登録したＰＣのネットワーク設定を一覧で表示することができる。 

 年度当初の授業で，ネットワークシステムについて勉強していくことを説明する際に，まず，

目の前の情報実習室（第２ＰＣ教室）のネットワークがどのようなっているか，自分の使用し

ているＰＣにどのようなネットワーク設定がなされているかを確認させ，ネットワークへの興

味を高めたいと考え利用した。 

 情報実習室は，42 台の生徒用ＰＣが設置してあるが，定期的に更新されるＰＣ教室とは異な

り，「ezsCOMMUNICATION」や「瞬快」などの電源管理が可能なソフトウェアは整備されていな

い為，このソフトウェアを利用した。 

これ以外にも，ＩＰアドレスの一覧表示や電源管理をできるソフトウェアがあるが，「Remote 

Power」は両方が同時に可能な為，効果的であると考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ Remote Power で情報実習室内のネットワーク設定を表示 

 

 この時点では，生徒はＩＰアドレスなどについて学習していない状態であるが，図１の画

面を利用し，これから学んでいく内容の確認を簡単にしている。また，電源管理の機能を生

かし，自分の周辺のＰＣを遠隔操作で電源ＯＦＦ・ＯＮさせる実習をすると，生徒のネット

ワークへの学習意欲を高める効果があると考えている。 

 「Remote Power」は電源管理される側にインストールされている必要がない為利用しやす

い特徴がある。（Windows XP では，ファイヤーウォールの設定が必要） 

 しかし，操作する側のＰＣにはインストール作業が必要であり，ネットワークの授業が始

まったばかりの生徒にいきなりインストール作業をさせるのは難しいと考え，ＩＰアドレス

一覧などの確認はスクリーン表示で確認するだけにした。また，電源の遠隔操作については

生徒を代表で１名指名し，教師用ＰＣにインストールしてあるものを操作させた。 

 簡単な操作であるが，自分の行った操作により 40 台のＰＣが一斉に起動し，また一斉に

シャットダウンする様子を見て，教室内のＰＣがネットワークに繋がっていることを強く実

感できたようである。 
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（４）Windows NetMeeting（オンラインコミュニーケーション） 

「Windows NetMeeting」は Windows 付属のオンライン・チャ

ットや音声／動画を使ったコミュニケーション，遠隔地からの

デスクトップ共有を可能にするソフトウェアである。 

 教科書第１章「ネットワークの基礎」の導入部分においてコ

ンピュータネットワークで何が便利になるかを学習する教材

として利用した。 

 この授業では，ピアツーピア方式のネットワークを設定し，

設定後に他の生徒のＰＣと接続できているか確認する為に，ｐ

ｉｎｇコマンドを実行する。ｐｉｎｇだけでも，生徒は通信が

確立した実感を持つようであるが，より具体的な実感を持たせ

たいと考え「Windows NetMeeting」を利用した。 

 この段階ではＩＰアドレスとサブネットマスクを手動で設

定しているのみで，ハプを利用して接続しただけの状態である

為，インターネットに接続することはできない。 

 このような状況でも「Windows NetMeeting」をインストールすれば，数人でのチャットやホ

ワイトボード（ペイントのように図形などを描くことができる）を簡単に実行することができ

る。 

 Windows XP 以前から付属していたソフトウェアであるが，Windows XP では，「ファイル名を

指定して実行」に「ＣＯＮＦ」と入力することでインストールできる。 

 インストール後は４，５名のグループとなり，グループ内で代表１名を決め，代表者のＰＣ

のＩＰアドレスを指定し通信を開始する。通信が確立したら，ツールからチャットやホワイト

ボードを選択し，チャットや簡単なイラストを共同作業で描くことなどを実習させた。 

 この実習を行うことで生徒は，自分がネットワークの設定をしたＰＣが他の生徒のＰＣと接

続したことを強く意識できた。 

 

図３ Windows NetMeeting のチャット・ホワイトボードの画面 

 

※ ピアツーピア方式 ネットワーク上で対等な関係にある端末間を相互に直接接続し、データ

を送受信する通信方式。 

図２ Windows NetMeeting 

のツールメニュー 

チャットやホワイトボード 

を起動する 
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 図３のホワイトボードでは，同一画面に円と四角を異なるＰＣで描くことができる。チャ

ットと合わせてこの実習を行うと生徒は興味をもって取り組み，自分で設定したＰＣが，ネ

ットワークに接続していることを実感できたようである。 

 

（５）リバーシ対戦（ネットワーク対戦ゲーム） 

「リバーシ対戦」はリバーシのネットワーク対戦を行うソフトウェアである。 

教科書第２章「ＴＣＰ／ＩＰの基礎」におけるＴＣＰの機能を学習させる際の教材として利

用した。ゲーム要素があり授業で利用するのにやや抵抗もあるが，設定画面にポート番号の指

定がわかりやすく表示されており，ＴＣＰ機能のポート番号を理解する意欲を高める為利用し

た。ＴＣＰのポート番号は，手動で設定する場面が少ないため，実感がわかず生徒が学習意欲

を持てない傾向の強い内容の一つである。 

 生徒が自分自身で設定したポート番号と相手のポート番号が一致するとリバーシ対戦ができ

ることを体験できると，ネットワークの設定の一部にポート番号があることを理解しやすくな

ると考えた。 

 

図４でサーバ側にあたるＰＣのＩ

Ｐアドレスを設定し，リバーシサーバ

側と同じポート番号を※部分に設定

すると，ネットワーク対戦ができるよ

うになる。逆に，ＩＰアドレスが正し

くても，ポート番号が異なると対戦で

きない。 

 簡便な設定画面の為，ポート番号の

説明に集中させやすい効果があった。 

 

 

 

 

 

（６）ZeroRemote・Synergy（遠隔操作） 

「ZeroRemote」はＰＣの遠隔操作を行えるソフトウェアである。 

 「Synergy」はひとつのキーボードとマウスでＴＣＰ／ＩＰネットワーク経由で複数のＰＣを

操作することを可能にするソフトウェアである。 

 教科書第４章「ネットワークの運用と保守」におけるネットワークの運用について学習する

際に，遠隔操作の実習を行う教材として利用した。 

 「ZeroRemote」は遠隔操作を行えるソフトウェアの中でも，設定が容易で生徒にも扱いやす

いと判断し利用した。「Synergy」は設定がやや複雑ではあるが一般的な遠隔操作と違い，２台

のＰＣの画面を並べマルチモニタのように使用できる操作があり，生徒の興味・関心も高まる

と考えた。 

※ 

図４ リバーシ対戦（クライアント側）の設定画面 
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図６ ZeroRemote の設定画面 

 

図６にあるように設定がＩＰアドレスとパスワードのみとで遠隔操作ができる為，生徒でも

つまずくことなく設定できる。（Windows XP では最初にサーバ側の設定を起動したときのみフ

ァイヤーウォールの解除が必要） 

 設定後は図５のようにクライアント側のデスクトップ画面内にサーバ側のデスクトップ画

面を表示させ操作することができる。実習では，２人１組となりサーバ側とクライアント側の

設定をし，交代で遠隔操作の実習をした。 

現在，このソフトを開発された方のブログでは「ZeroRemote」の後継の「TrueRemote」が紹

介されているが，必要スペックがかなり高い（MultiCoreCPU など）為，授業で使用しているＰ

Ｃ（PentiumⅢ1ＧHz）では利用は難しいと判断し「ZeroRemote」の方を利用した。 

 

 

 

 図５ ZeroRemote で

遠隔操作をおこなって

いる状態 
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次に「Synergy」であるが，設定できると，図７のように左側のＰＣのキーボード・マウス

で，もう右側のＰＣを操作できるようになる。一般的な遠隔操作と違い，操作する側のデスク

トップ内に操作される側の画面が表示されるのではなく，マルチモニタのようにカーソルが２

つのデスクトップ画面間を行き来できるようになる。この動きが大変おもしろく生徒は興味を

もって実習を行っていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ Synergy を使い左側のＰＣのマウスで右側のＰＣを操作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ Synergy クライアント側設定画面      Synergy サーバ側設定画面 

 

図８にあるように「Synergy」はクライアント側の設定はサーバのホスト名を入力するだけ

ですむが，サーバ側の設定がサーバとクライアント両方のホスト名を設定し，サーバとクライ

アントの左右の位置関係をサーバ側から見た場合とクライアント側から見た場合の２通りを設

定しなければならず，生徒は理解に苦しむようである。 
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また，この「Synergy」であるが，実行状態が不安定であるという意見が比較的多くみられ

る為（ネットワークの授業環境では特に問題なく動いていたが）同機能のフリーソフトウェア

である「Input Director」の利用も考えている。 

 

（７）TCP Monitor Plus（ネットワーク状況監視） 

「TCP Monitor Plus」はＬＡＮやインターネットのトラフィック量表示やＩＰ監視，セッシ

ョン状態のモニタリングが可能なソフトウェアである。 

 教科書第３章「ネットワークの構築」におけるネットワークの分析を学習する教材として利

用した。 

 トラフィック量を監視するソフトウェアも数多くあるが，生徒が見てわかりやすい画面では

ないかと判断しこのソフトウェアを利用することにした。 

 計算を苦手とする生徒が多い中で，通信量の計算を学習する際に，ＰＣ間でファイルの送受

信を行うとトラフィック量が変化するのを実感できれば，通信量の計算に興味・関心が持てる

と考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ 40ＭＢのファイルをコピーした時のトラフィック量を 

TCP Monitor Plus で表示 

 図９では，サーバ内にあるファイルを自分が操作するＰＣ内（Ｃドライブ内）にコピーする

と，グラフに動きがあることを生徒に確認させた。これだけで，トラフィックを実感すること

はできないと思うが，いきなり教科書にある通信速度の計算問題などを説明するより，学習意

欲は高くなると考えた。また，ファイルの受信を行う際に，送信グラフにも動きがあることを

見ることができる為ＴＣＰの仕組みの説明のきっかけにすることもできた。 

 今のところトラフィックモニターの利用しかしていないが，他にも多くの機能を持っている

ソフトであり，違う授業時での教材としても利用できるのではないかと考えている。 
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（８）Active Directory 管理（ユーザ・グループ確認） 

「Active Directory 管理」は Windows XP でネットワーク運用管理設定の一部を確認できる

ソフトウェアである。 

 教科書第４章「ネットワークの運用と保守」におけるネットワークの安全対策を学習する教

材として利用した。 

 ユーザＩＤの管理やアクセス権について学習する際には，サーバ内の設定を直接スクリーン

に表示すればよいのだが，生徒は自分のＰＣ画面で自分のユーザＩＤについて確認するほうが

より興味が持てると考え利用した。

 

   図 10（上）Active Directory 管理で登録されているグループ名を表示 

 

 

図 11（右）授業で使用しているフォ

ルダのアクセス権を表示 

 

「Active Directory 管理」ではグループ 

に所属するユーザ名も表示できる為，自分

のユーザＩＤがどのグルーブに所属してい

るか確認することができる。このことで，

フォルダに対する自分のアクセス権がどの

ようになっているか理解しやすい。 
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（９）NETMETRIX－INFO（ネットワークコマンド管理） 

NETMETRIX－INFO はｐｉｎｇやｉｐｃｏｎｆｉｇなどのネットワークコマンドがあらかじめ

タブとして用意されており，マウスで切り替えながら簡単に各コマンドを実行できる。「ネット

ワークスステム」の授業では様々な場面で，コマンドを実行して通信の確認などをおこなう場

面が多く，そのたびにコマンドプロンプトでコマンドを入力して実行させると，生徒はコマン

ドの誤入力などが多く授業の要点に集中できない状態となる為，このソフトウェアの利用を考

えた。ＣＵＩで行う操作をＧＵＩで操作できるソフトウェアも多くの種類があるが，結果表示

がコマンドプロンプトで実行したときと同じ形式で表示できる為，後々コマンドプロンプトへ

スムーズに移行できるのではないかと考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（10）Google Public DNS（ＤＮＳサービス） 

Google Public DNS フリーソフトウェアではなく，Google が試験的に提供している無料のＤ

ＮＳサービスである。ＩＰアドレスは，「8.8.8.8」または「8.8.4.4」となっている。 

 教科書第２章「ＴＣＰ／ＩＰとインターネット」におけるネームサーバを学習する教材とし

て利用した。 

米国 Google が行っているサービスであるが，日本国内からでも接続可能である。ＤＮＳが

ＩＰアドレスとホスト名を対応させている機能であることや階層構造による分散型サービスで

あることを生徒に実感させる実習に利用した。実際の実習では，インターネットプロトコル（Ｔ

ＣＰ／ＩＰ）のプロパティでＤＮＳサーバの設定を自動取得にした場合とアドレスを指定「8.8．

8.8」した場合で，Google や Yahoo のページにアクセスできるか，校内のサーバにアクセス（フ

ァイル名を指定して実行欄にサーバ名やＩＰアドレスを入力）できるかを比較した。 

 

 

 

 図 12 NETMETRIX－INFO でｐｉｎｇコマンド状態を実行 
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実習の結果は次の表のようになる。Google Public DNS を指定すると Google や Yahoo のペー

ジにはアクセスできるが，校内のサーバにホスト名でアクセスできなくなる。 

 

ＤＮＳサーバの設定 
自動取得（校内のＤＮＳサ

ーバが設定） 

Google Public DNS 

「8.8.8.8」 

Google や Yahoo などの 

ページにアクセス 
○ ○ 

校内のサーバにアクセス 

（ファイル名を指定して実行欄に 

\\SERVER\を入力） 

○（図 14） ×（図 16） 

校内のサーバにアクセス 

（ファイル名を指定して実行欄に 

\\192.168.0.1\を入力） 

○（図 15） ○（図 15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 13 ＴＣＰ／ＩＰのプロパティ （左）初期状態 （右）ＤＮＳサーバに「8.8.8.8」を設定 

 図 14（左）・図 15（右） 校内のサーバ内の共有フォルダが表示される 

       （図 14 はホスト名・図 15 はＩＰアドレスでアクセス） 

 表１ ＤＮＳサーバ設定後のアクセス状態 
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この実習のように Google Public DNS を利用しなくても，インターネットプロトコル（ＴＣ

Ｐ／ＩＰ）のプロパティでＤＮＳの設定を操作し，ＤＮＳが有効であればブラウザのアドレス

欄にＵＲＬを入力（例えば，http://www.google.com）すると，Ｗｅｂページが表示されるが，

無効にすると表示されなくなる。しかし，ブラウザのアドレス欄にＩＰアドレスを入力（例え

ば，http://64.233.183.147）すれば，ＤＮＳが無効であってもＷｅｂページが表示される。 

以上のことを提示すればＤＮＳが「www.google.com」と「64.233.183.147」を対応させてい

る機能であることを生徒に実感させることができ，新教育課程の「情報の科学」で取り扱う「情

報通信ネットワークの仕組み」にある「ＤＮＳの働きなどを具体的に理解させる」部分に利用

できるのではないかと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 生徒の状況 

（１）アンケート結果 

ネットワーク選択者 10 名に対し今回使用したソフトウェアについて，そのソフトウェアを

取り扱った時間の授業内容を学習する意欲向上に効果があったかアンケートをとった。 

対象人数は少ないが，学習意欲向上に効果があったかどうか検証することはできると考え実

施した。各ソフトウェアを使用した直後に毎回アンケートを実施すればよかったが，時間がと

れない場合もあり，使用してから時間がかなりたってアンケートを実施したものもある為，生

徒の印象が薄れてしまったものもあった。 

 

 

 図 16 校内のサーバにホスト名でアクセスできない状態 

 図 17 ＤＮＳが無効であるとＵＲＬではＷｅｂページが表示されず（左） 

     ＩＰアドレスではＷｅｂページが表示される 



 

ソフトウェア名 
とても強くなった

Remote Power 

Windows NetMeeting 

リバーシ対戦 

ZeroRemote・Synergy 

TCP Monitor Plus 

Active Directory 管理 

NETMETRIX-INFO 

Google Public DNS 

 

（２）考察 

各ソフトウェアを取り扱った

はできないが，アンケート結果をみると，

ったと思われる。 

中でも，「Windows NetMeeting

定をし，様々な試行を実施できたソフトウェアは学習意欲向上に効果があったようである。反

対に「TCP Monitor Plus」や

で確認したが，画面をみるだけで自分の操作が入る余地のないものについては，学習意欲向上

につながらない生徒が多くなったようであり，今後の授業の改善につなげたいと思っている。

 

５ まとめ 

情報コース（２年，３年）の生徒のネットワーク環境など

った。（アンケート回答数 73

① 自宅にインターネットに接続できるＰＣがありますか。

② １日平均どれくらいネットワークを利用していますか。

③ ＰＣをネットワークに接続する時

ることを知っていますか。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 
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いい

66%

単 元 の 内 容 に 対 す る 学 習 意 欲

とても強くなった やや強くなった 変化はなかった

３人 ５人 ２人 

８人 ２人 ０人 

９人 １人 ０人 

４人 ６人 ０人 

２人 ３人 ５人 

２人 １人 ７人 

２人 ２人 ６人 

５人 ５人 ０人 

各ソフトウェアを取り扱った時の学習内容に難易度の差があり，数字を単純に比較すること

はできないが，アンケート結果をみると，どのソフトウェアも概ね学習意欲向上には効果があ

Windows NetMeeting」や「ZeroRemote・Synergy」のように，生徒が自分自身で設

定をし，様々な試行を実施できたソフトウェアは学習意欲向上に効果があったようである。反

や「Active Directory 管理」のように，自分の操作するＰＣの画面

画面をみるだけで自分の操作が入る余地のないものについては，学習意欲向上

につながらない生徒が多くなったようであり，今後の授業の改善につなげたいと思っている。

年）の生徒のネットワーク環境などを調査すると次のような結果にな

73 名） 

自宅にインターネットに接続できるＰＣがありますか。 

１日平均どれくらいネットワークを利用していますか。（携帯での利用含む）

クに接続する時，ＴＣＰ／ＩＰというプロトコルが関係することがあ

ことを知っていますか。 

③ ② 

 表２ アンケート集計結果 

はい
34%

いい

え

66%

単 元 の 内 容 に 対 す る 学 習 意 欲 が 

 かえって減退した 

０人 

０人 

０人 

０人 

０人 

０人 

０人 

０人 

難易度の差があり，数字を単純に比較すること

どのソフトウェアも概ね学習意欲向上には効果があ

生徒が自分自身で設

定をし，様々な試行を実施できたソフトウェアは学習意欲向上に効果があったようである。反

自分の操作するＰＣの画面

画面をみるだけで自分の操作が入る余地のないものについては，学習意欲向上

につながらない生徒が多くなったようであり，今後の授業の改善につなげたいと思っている。 

すると次のような結果にな

（携帯での利用含む） 

ＴＣＰ／ＩＰというプロトコルが関係することがあ
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情報コースを選択する生徒なので，やや偏った結果にはなると考えられるが，ほとんどの家

庭にインターネットを利用できるＰＣがあり，毎日２時間程度ネットワークを利用している生

徒が多いことがわかる。しかし，ネットワークに接続する仕組みをよく知らないまま利用して

いる生徒も３分の２程度いる状況である。 

現在の社会状況を考えると Wi-Fi 接続可能であるスマートフォンの急速な普及やテレビやゲ

ーム機などもネットワークに接続して使用するのが当たり前となってきている。さらに，ユー

ザが自分で設定をしなくても自動でネットワークに接続できるような機器が増えた為，よくわ

からないままネットワークに接続し，そこにどんな危険があるのか気が付かない状態で使用を

続ける場面が多くなっている。 

 このような状況の中，一人でも多くの生徒に，自分の使用している機器がどのような仕組み

でネットワークに接続するのか理解しようとする，自分でネットワークの設定をしてみようと

するといった姿勢を持たせることが大変重要になってきている。 

新教育課程の「社会と情報」「情報の科学」におけるネットワークシステムに関する指導項

目は指導項目全体からみるとごく一部であるが，その重要性は高いのではないか。反面，ネッ

トワークシステムに関するスキルを上げて独自の教材を作成するには大変な労力が必要である。 

 著作権や危険性などに十分な配慮が必要になるが，インターネット上などで，多くの方の善

意から公開されているフリーソフトウェアを利用して教材研究をすれば，だれでも生徒の学習

意欲を高める教材の作成が可能になると考えている。 
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